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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。　Ez34:25-31
*賛美　･･････････････････ 　１６９番
*交読文　････････････････　６３番
*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　１７０番
礼拝のための祈り　･･･････川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　１７２番

メッセージ　･･････････････ 炎の舌によって（使徒2:1-4）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　１７４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられるように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れてお祈り下さい）

御霊も弱い＿＿＿を助けてくださいます。私たちはどのように祈ったらよいかわ

からないのですが、御霊ご自身が言いようもない深いうめきによって＿＿＿のた

めにとりなしてくださいます。　＿＿＿の心を探り窮める方は、御霊の思いが何か

をよく知っておられます。なぜなら、御霊は、神のみこころに従って、＿＿＿のた

めにとりなしをしてくださるからです。神を愛する人々、すなわち、神のご計画に

従って召された＿＿＿のためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださ

ることを私たちは知っています。神は、あらかじめ知っておられる＿＿＿を、御子

の形と同じ姿にあらかじめ定められたからです。神はあらかじめ定めた＿＿＿を

さらに召し、召した＿＿＿をさらに義と認め、義と認めた＿＿＿にはさらに栄光を

お与えになりました。　主イエスの名によって。アーメン！（ローマ 8:26-30）

メッセージ概要

聖霊が臨む時、力を受け、全世界に対し、主イエスの力強い証人となる。（使徒1：8）

主のその言葉どおり、五旬節の日、聖徒達がひとつ所に集まっていると、激しい風の響きが起こり、炎のよ

うな分かれた「舌」が一人ひとりに留まり、聖霊に満たされ、聖霊に促されるまま、異なる「舌」で話しだした。

ペンテコステにおける聖霊充満の、最も特徴的なしるしとは、「舌が変えられる事」である。

もし、聖霊に満たされている、と自認している人が、相変わらず自分由来の知恵や知識を語り、キリストに

ではなく自分に栄光を帰そうという動機で話しているとしたら、聖霊に満たされているとは言えない。

既に何度も語っている通り、聖霊はイエスキリストを栄光化する霊であり、聖霊充満の目的はイエスを大胆

に証しし宣べ伝えるためである。聖霊に満たされるなら、以前は自分由来のものしか語れなかった者が、

聖霊に促されるまま自分の知りえない「神の大きなみわざ」（使徒2:11）を語るようになり出すのである。

神の大きなみわざを語るには、まず、くちびるが聖なる炎によって、清められなくてはならない。

ペテロは聖霊に満たされる前、唇でよく過ちを犯した。変貌山では、自分でも良く分からない言葉を口走っ

た（マルコ 9:6）し、イエス様に「生ける神の子キリスト」と素晴らしい告白した直後、言葉で間違いを犯して

「下がれ、サタン」と叱られ（マタイ 16:23）、また、十字架の日、たとい一緒に死ぬ事になるとしても主を知ら

ないなどとは決して言わない、と言っておきながら、その夜が明ける前に、三度も「主を知らない」と言った。

そんなペテロでさえ、聖なる炎の舌によって清められ、大胆にキリストを証するようになった。

また、預言者イザヤも、祭壇からの炭火を唇にあてがわれ、人間のことがらは全て聖なる火によって焼き清

めていただいて、はじめて神に遣わされる者、神の言葉を伝える者となった。（イザヤ 6:1-8）

人は、主の栄光に触れられると、いかに自分が汚れており、その汚れの源は「唇」である事が分かる。

いかに御前に相応しくないか示され絶望するが、主は祭壇で燃える炭火を唇に触れさせ、聖めて下さる。

聖霊を受けると、光が当てられ、明らかにされる事が３つある。

「その方が来れば、罪について、義について、また、裁きについて、世の誤りを明らかにする。」  (  ヨハ      16:8)  

まず「罪について」。人は罪と聞くと普通、盗むとか姦淫を犯すとか、悪い事を想像するが、罪の根本とは

イエス様を信じない事である。（同 9節）

次に「義について」。義と言えば普通、何か正しい事だと想像するが、義とは、主が御父の元に行く事に

よって得られる（同 10節）。なぜなら、人には元々、神の御前に義とされる要素は一切なく、ただ、主が人

の身代わりとなって十字架につけられ、御父の元に行った事によってのみ、義が提供されたのである。

そして「裁きについて」であるが、裁きの本質とは、この世を支配する者、即ちサタンがさばかれた事である。

人は元々、神の似姿として罪無き存在として創られたが、サタンの惑わしによって罪と死が入ってしまった。

その神の似姿を汚したサタンこそ、裁かれるべきものであり、人が裁かれる事は、神の本意では無いのだ。

聖霊が与えられると、ますますそれらが明らかになって行く。キリストを信じない事こそ罪であるとますます

分かり、義は自分由来でなく御元に上られた主から来るものであるとますます分かるようになり、人を裁く事

は主の御旨ではなく、サタンこそ真の敵であり、真に憎むべき存在であると、ますます分かるようになる。

そして、御霊はキリストの栄光を現し、また、キリストのものを受けて、私達に知らせる。（同 14-15節）

私達も聖霊に満たされるよう、求め、探し、叩き続けるべきである。（ルカ 11:9-13）

弟子たちは、主の言葉どおりエルサレムを離れず、一つ所に集まって、祈りつつ約束を待ち続け、時が満

ちた時、炎のような分かれた舌がそれぞれに留まり、約束通り聖霊に満たされ、力に満たされた。

私達も弟子たちのように、神の都から離れず、聖徒達と共に集まり、熱心に祈って聖霊を求めるべきである。

聖霊の炎によって人間由来の罪が焼き尽くされ、唇が聖められ、罪と義とさばきについてますます理解が

与えられ、また、聖霊の力に満ち溢れて力強くキリストを証しする者となる。

主イエスの名によって、悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、手で蛇をつかみ、毒を受けても決して害を受

けず、病人に手を置いて癒す事によって、イエス様に栄光を大いに捧げる皆さんでありますように！イエス

様の名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝                         　14:00
聖書通読会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1部                                   　13:00～

　2部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 3巻 22号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 5月 27日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


